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第三者評価結果概要版（通所介護【デイサービス】） 

 

 

○基本情報 

法人名 社会福祉法人大和会 

事業所名 多摩市和光園ケアセンター 

所在地 多摩市和田１５３２番 

連絡先 042-375-9888 

 

○事業者が大切にしている考え（事業者の理念・ビジョン・使命など） 

１) 和の精神と人間愛 

２) 信頼関係 

３) 笑顔と丁寧な対応 

４) 基本的人権の尊重 

５) コミュニケーション 

 

○全体の評価講評（特に良いと思う点） 

【利用者担当制を基本とした職員の連携・協力体制による個別支援の充実】 

相談員、介護職、医療職、リハビリ職等全職員が一体となった支援体制を構築している。利用者一人ひ

とりの個別支援の充実および利用時の楽しさ・快適性のきめ細かな支援の実現に向けて、担当する利用

者を決めて支援する制度（利用者担当制）を基本とした利用者支援に取り組んでいる。一人ひとりの利

用者の意向、嗜好や性格など、個別状況に応じたサービス提供の実現を目指し、支援計画に基づき、集

団、小グループ、個別での活動や対応が工夫されている。 

【広いスペースを有効に活用した利用者の個別支援への取り組み】 

施設は４０名の定員に対し、１８４㎡と広い。この広さを生かし、午前中に通所してデイルームで過ご

したのち、昼食は食堂に移動する。昼食終了後は再び、デイルームへ移動したり食堂の隣にあるスペー

スに設置された１２台の寝台で食休みを取ることもできる。それに加えてトイレや浴室への移動も含め

ると利用者は施設に通所し一日過ごすだけでかなりの歩行量を知らない間にこなしていることになる。

施設ではこのスペースを利用者の身体機能の維持のために有効に活用した個別支援に取り組んでいる。 

【多彩なボランティアの協力のもとでの多様なアクティビティ活動の実施】 

施設では多様なアクティビティを多数のボランティアの力を借りて行っている。セラピューティックケ

ア(ハンドマッサージ・アロマ)、大人のぬりえ、陶芸、フラダンス、音楽レクレーション、折り紙、書

道など多岐に渡る。施設にはボランティアコーディネーターがおり、様々なボランティアの活用につい

ての検討や整理が行われている。また、それらのボランティアの活用については併設の特別養護老人ホ

ームとも情報共有がなされておりスケールメリットが生かされている。月間のアクティビティについて

は前月には企画され、計画的な実行がなされている。 
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○全体の評価講評（さらなる改善が望まれる点） 

【管理者や特定業務に関わる後任人材の育成と組織力の向上に向けた取り組み】 

職員の離職率が低く、常勤職員の最もキャリアの浅い職員でも３年となっている。職員の協力・連携の

もとに、チーム（組織）としての運営がなされている。一方では管理者に続く中間層の職員の育成が課

題となっている。様々な活動を支える特定業務の役割分担など、やや個人の力量に頼りがちな運営体制

となっている。事業所として活動の継続性を担保する意味でも管理者や特定業務に関わる後任人材の育

成とさらなる組織力の向上に向けた取り組みが期待される。 

【モニタリング・評価についての明確化・深化に向けた取り組み】 

ケアマネジャー、家族、主治医等より情報を集めた上、個別援助計画書(通所介護計画書)を策定してい

る。この策定にはデイサービスとして独自の視点(送迎、入浴、食事、服薬など)や施設のスタンスを折

りこんで作成している。計画書の短期目標の更新は３か月と指定されているが、モニタリング・評価と

しての内容的な明確化・深化に向けた取り組みの充実が課題として捉えられている。サービス提供を振

り返り、一人ひとりの利用者意向に沿った計画の立案と実行に向けて、今後の組織としての取り組みを

期待したい。 

【利用者支援内容の充実に向た介護技術の向上・統一化に向けた取り組み】 

業務の基本事項を定めた「通所介護業務マニュアル」が作成されている。このマニュアルが業務の標準

化・水準の確保の核となっており、年度初めに見直し、改訂がなされている。業務の標準化に向けた取

り組みに対する職員意識について、やや意見が分かれている状況もみられる。今後、利用者支援内容の

さらなる充実に向けて、今年度から導入を開始したキャリア段位制度の推進による専門職としてのスキ

ル向上と併せて、各種マニュアルの見直し、充実に向けた取り組みが期待される。 

 

○事業者が特に力を入れている取り組み 

【職員がチャレンジできる風土のもと、職員の気づきを大切にした支援を実践している。】 

日中の活動や業務改善など、職員の気づきを大切にした提案等を取り入れてその実現に向けた取り組み

が推進できるような組織風土が醸成されている。「失敗してもいいから、まずやってみよう」という管

理者のスタンスに基づいている。もし失敗してもそれは周りがフォローすれば良い、何かを始めなけれ

ば何も変わらないをモットーに職員の気づきを大切にした支援に取り組んでいる。、職員間の協力連携

のもとに、利用者支援の充実に取り組んでいる。 

【食事は通所の楽しみ、利用者に喜ばれる食事への取り組みを行っている。】 

施設での昼食はデイルームから食堂に移動してからとなっている。施設のスペースは広く移動するだけ

でもある程度の運動量となる。移動することによりこれから昼食が始まるという意識づけもできる。食

事に支援の必要な利用者には介護職、看護職が同席して支援する体制も整えられている。施設で提供さ

れる食事は利用者の状態に合わせた形態を用意、汁物については鍋のまま食堂に運び込まれ熱々の物が

提供されている。これらの取り組みにより施設での食事が楽しいものになるように多方面からのアプロ

ーチがなされている。 
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○利用者調査結果 

 

有効回答者数 ３３人 

利用者総数 ５９人 

 

 

 


